
 
令 和 ８ 年 ５ 月 2 8 日 

東北地方整備局 小名浜港湾事務所 

 

～災害時に人命を守る「命のみなとネットワーク」を形成～ 

船舶による被災者の人員輸送訓練を小名浜港～小浜漁港間で実施します。 

 

国土交通省小名浜港湾事務所は、令和８年６月 27日（土）に行われる令和８年度第１回いわき

市総合防災訓練【大雨・洪水編】の中で、いわき市・いわき市消防本部と連携し、小名浜港湾事

務所が所有する港湾業務艇を使った、被災者の人員輸送訓練を小名浜港と小浜漁港との間で実施

します。 

訓練では、台風接近に伴う線状降水帯により小浜地区で土砂災害が発生。陸路が寸断され住民

が孤立し、傷病者が発生した想定の下、海路で被災者の人員輸送を行います。 

実際にいわき市消防本部の救急隊員が小名浜港で港湾業務艇に乗り、小浜漁港へ向かい、現地

で傷病者の応急処置を実施した後、港湾業務艇へ乗せ、再び小名浜港へ帰港し、小名浜港に待機

する救急車両により医療機関へ搬送するまでの訓練を実施します。 

 

１．訓練日時（被災者の人員輸送訓練） 

令和８年６月 27日（土）午前 8時 30 分から午前 11 時 30 分まで  

※ 予備日：６月 28日（日） 

 

 2．場所（被災者の救助輸送訓練）（別紙） 

【救急隊の乗船】      重要港湾 「小名浜港」 下神白松下地先係船場  

【傷病者の乗船】      第１種漁港「小浜漁港」 小浜町字渚 地内 

 【救急隊、傷病者の下船】  重要港湾 「小名浜港」 下神白松下地先係船場  

 

3．訓練想定（総合防災訓練全体） 

いわき市内への台風接近に伴う線状降水帯が発生  

 

4．訓練参加団体（被災者の人員輸送訓練） 

いわき市、いわき市消防本部、東北地方整備局小名浜港湾事務所 

 

5.実施概要（詳細別紙） 

 

〈発表記者会：いわき記者クラブ、いわき記者会〉 

【問い合わせ先】（被災者の人員輸送訓練） 

国土交通省 東北地方整備局 小名浜港湾事務所 

副所長：伊藤 毅志 

TEL（０２４６）５３－７１４２ 官用携帯 ０９０―５２３４―６３２３ 



                               別紙 

１．目的 

近年、気候変動の影響によりこれまでに経験したことのない豪雨による洪水や土砂災害等の気

象災害が多く発生しており、陸路が寸断し孤立した被災地に対して海上輸送による緊急物資や生

活物資、救援部隊や被災者の輸送等の海上支援事例が増えつつある。そのような中、“みなと”の

機能を活用した救助・救援や緊急物資輸送等の災害対応支援活動（命のみなとネットワーク）を

想定した訓練を、いわき市総合防災訓練【大雨・洪水編】内で実施するもの。 

 

２．訓練の流れ 

○想定：小浜地区が土砂災害で孤立 

①小浜地区住民から傷病者の救助要請がいわき市消防本部へあるが、陸路での搬送が不可  

②いわき市消防本部からいわき市災害対策本部へ、海路での人員輸送打診（9：00） 

③いわき市災害対策本部から小名浜港湾事務所へ、船の支援要請（9：00～9：10） 

④人員輸送開始（9：10～10：30） 

・港湾業務艇「おきかぜ」へ救急隊乗船（9：10～9：15） 

・港湾業務艇「おきかぜ」航行 小名浜港発（9：15）→小浜漁港着（9：45） 

・小浜漁港で港湾業務艇「おきかぜ」へ傷病者を収容（9：45～9：55） 

・港湾業務艇「おきかぜ」航行 小浜漁港発（9：55）→小名浜港着（10：25） 

・小名浜港で傷病者を救急車両へ収容し医療機関へ搬送（10：25～10：30） 

 

３．場所等 

 

 

 

 

 

 

 

 

小名浜港 

小浜漁港 

出典：地理院地図に訓練ルートを追記して掲載 

約 10 ㎞ 

（所要時間：30 分） 

小名浜港 

小浜漁港 

福島県ホームページより引用 

港湾業務艇「おきかぜ」 


